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社会包摂を志向したアウトリーチコンサートにおいて演奏家が求められること 

 ―「やりがい」と「難しさ」に関する自由記述に着目して― 
 

東京藝術大学 船越 理恵  
東京藝術大学 萩原    史織 

 

 

１．研究の背景と目的 
 
近年、包摂的環境の実現にむけた文化芸術活動が社会的な広がりを見せる中、筆者らはこれまで、子

どもをとりまく社会課題と対峙した音楽実践として、子ども食堂をはじめとする地域の子どもの居場所
で実施されるアウトリーチコンサートの取り組みに着目してきた（2022, 2024）。拙稿(2022)では、子
ども食堂や学習支援拠点といった子どもの居場所で開催されるライブコンサートには様々な参加者それ
ぞれにおける「聴き方」を受容し、誰もが排除されない空間を創出する一面があることや、ライブコン
サートへの参加を通じて子どもの「やる気」が引き出されることを指摘している。ライブコンサートに
見取ることのできたこうした事柄は、その内容から推察するに、子どもの居場所が担う社会的役割に対
し、多分に資するものである。 
 音楽アウトリーチに関する先行研究を概観すると、様々に分類されるテーマの中でも、ことアーティ
スト育成に関する研究は、その蓄積が希薄であるとされる（梶田 2023）。とりわけ、子どもの居場所
でのコンサートを含む、社会包摂の視点を有したアウトリーチ（以下、社会包摂型アウトリーチ）を担
う演奏家の育成ならびに活動支援に関する議論は、筆者らの知る限り、過去に展開されておらず、未着
手に等しい。そこで本稿では、社会包摂型アウトリーチを担うアーティスト育成研究の足掛かりとすべ
く、子どもの居場所でのアウトリーチコンサートに取り組む音楽家たちが実践のなかでどのようなやり
がい、そして難しさを感じているのかを明らかにする。分析結果をふまえ考察においては、やりがいと
難しさを包括的に捉えることで、社会包摂型アウトリーチの場において演奏家に求められることを整理
し、育成および活動支援のあり方について示唆を導きたい。 
 
 
２．研究の方法 
 
２ー１．アンケートの概要と調査対象 
 2024 年 2 月 12 日から 2 月 24 日にかけて、オンラインにて音楽アウトリーチに関するアンケートを
実施した。アンケートの詳細は拙稿（2024）に預けることとする。 
 アンケート調査は、一般財団法人「100 万人のクラシックライブ」の協力を得て行った。2015年に設
立され、アウトリーチによる音楽ライブコンサートを様々な地域・場所で展開してきた当財団法人では、
2020 年より「子どもたちに『音楽を届ける』プロジェクト」(以下、子どもプロジェクト)をスタート
させており、子ども食堂や児童家庭支援センター等の子どもにまつわる包摂的な環境の実現を志向した
場におけるアウトリーチ活動を全国で展開している。 
 調査対象は、社会包摂型アウトリーチとしての子どもプロジェクトでのアウトリーチと、実施目的に
おいて社会包摂に関する特段の言及をしていない従来型アウトリーチ、双方の経験を有する演奏家とし、
調査対象としての条件に該当する当財団法人の登録アーティストへアンケート調査への協力を依頼した。
アンケートの際には回収データの質を担保するために、アンケートページの冒頭に、調査目的と調査協
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力条件を記載した。回収した85人の回答のうち、本研究では有効回答76名分のデータを分析の対象と
する。  
 
２ー２．分析の手続き 

自由記述「アウトリーチを通じてのやりがい」、「アウトリーチを通じての難しさ」、「子どもプロ
ジェクトを通じてのやりがい」、「子どもプロジェクトを通じての難しさ」の回答項目を対象に、KJ法
（川喜田 1967）とテキストマイニングを併用し、言語として表出された内容を分析した。KJ法および
テキストマイニングを行うに際しては、自由記述の各回答文章をあらかじめ意味のまとまり毎に切片化
した。一つの回答に複数の意味の記述が読み取れた場合は、内容毎に分割した。 
  KJ法では、文章全体の意味内容を把握しながら内容を整理できるという利点がある一方で、解釈の
恣意性や解釈に至った過程が不透明であることが留意点として指摘される。他方で、定性的な特徴をも
つテキストを定量的に分析する手法であるテキストマイニングは、分析者の意図があまり介在せずにデ
ータを量的に分析し可視化できるという利点をもつ一方で、解釈上は重要な言葉が頻度の低さ故に見落
とされてしまったり、文脈の中におかれた言葉の意味の解釈は行えないという限界が指摘されている
（町田 2019）。そこで、本研究においては、KJ法とテキストマイニングの分析を併用し、両者を補完
しながら考察することで、記述の厚みを増すことができると考える。 
 KJ法での分析に際しては、分析支援ツール「IdeaFragment2」を使用してカテゴリの生成を行い、意
味内容の親近性を軸にグルーピングした。テキストマイニングによる分析は、ユーザーローカル社の提
供するAIテキストマイニング（https://textmining.userlocal.jp/）を用い、分析に際しては、自由記述の
テキストデータを読み込んだ上で、文意を変えない範囲で類似した語句を統一した表現に変更した。テ
キストマイニングについて、本稿では、以下３点、①ワードクラウド（テキストデータ全体像の俯瞰
図）、②頻出単語（スコア順）、③階層別クラスタリングの分析結果を取り上げる。これら３点の結果
を複合的に解釈することで、それぞれのテキストにおける特徴を導き出せると考える。 
 

 

３．分析結果 
 

３ー１．やりがいに関する自由記述 
（１）社会包摂型アウトリーチ 

 

① テキストマイニング 

(i) ワードクラウド 
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(ii) 頻出単語（スコア順） 

 
 

 

(iii) 階層別クラスタリング 

 
 

 スコア（重要度）の高い順に頻出単語を見てみると、名詞では「子ども」「お客様／参加者」「やり
がい」、動詞では「届ける」「ふれあえる」「担える」、形容詞では「届きにくい」「感じやすい」
「近い」と続いている。なお、形容詞における第１位の「届きにくい」は、「個人では届きにくい場所
で演奏できる」というような文脈で使われていた。 
 上位に現れているそのほかの単語を見てみると、名詞では「コミュニケーション」「アプローチ」
「ダイレクト」「素直」「交流」「親御」「純粋」、動詞では「うかがえる」「立ち会える」「投げか
ける」「ひらける」「見受ける」「読み取る」「飛び跳ねる」「芽生える」「深める」、形容詞では
「感じやすい」「分かりやすい」「つまらない」などが見てとれる。 
 階層別クラスタリングによる図を見ると、もっとも低い値（0.02付近）で結合している単語は「近い」
と「距離」であり、他方、もっとも高い値（0.16付近）で結合している単語は「できる」であった。
「できる」という単語以外は全て同じオレンジ色で配色され、値0.10付近で結合しており、これらの単
語は関係の近いものとして位置していることがわかる。 
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② KJ法 
 ６カテゴリー及び17の小カテゴリーが生成された。クラシックを聴いてもらえる、生演奏を体験して
もらえる、音楽を身近に感じてもらえる、リーチしづらい地域にも音楽を届けられるなど音楽アウトリ
ーチの意義を実感しつつ、子どもにとってより良いコンサートを日々追求し、客席からの反応にヒント
を得ながら、試行錯誤を重ねるプロセス自体にやりがいが見出されている。また、音楽を通じて子ども
の素直な心の動きが感じられること、時に子どもの発達や成長にかかわれることも醍醐味となっている。 
 社会包摂型アウトリーチとしての固有性が見とれるカテゴリーは「社会的包摂の実現に関与できる」
である。社会包摂型アウトリーチへの参加は、地域の子ども食堂に足を運び、普段出会えない子どもた
ちとの交流を深め、現代の子どもを取り巻く社会問題に触れる経験であり、演奏家自身が一市民として、
視野を広げる活動になっている。音楽を通じて、自身を社会に役立てられることの充実感を感じている。 
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（２）従来型アウトリーチ 

 

①テキストマイニング 

(i) ワードクラウド 

 
 

(ii) 頻出単語（スコア順） 

 
 

(iii) 階層別クラスタリング 
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 従来型アウトリーチにおけるやりがいに関するテキストについて、スコアの高い順に頻出単語を見て
みると、名詞では「お客様/参加者」「やりがい」「演奏」、動詞では「感じる」「聴く」「届ける」、
形容詞では「近寄り難い」「られやすい」「幅広い」と続いている。なお、形容詞における第１位の
「近寄り難い」は、「最初は近寄り難いと思われているなと雰囲気でわかるが・・」というような文脈
で使われている。 
 上位に現れているそのほかの単語を見てみると、名詞では「コンサート会場」「聴衆」「コミュニケ
ーション」「演奏家」「演奏会」、動詞では「感じとれる」「喜ぶ」「触れ合える」「作り上げる」
「持ち寄る」「輝く」「若返る」、形容詞では「幅広い」「取りやすい」などが見てとれた。 
 階層別クラスタリングにおいて、もっとも低い値（0.025以上）で結合している単語は「近い」と
「距離」であり、これは社会包摂型と同じ結果であった。一方で、もっとも高い値（0.175以上）で結
合している単語は「反応」で、そのすぐ下で結合している単語は「感じる」であった。本図では、線が
５色に配色されており、５つ階層のクラスタとして分析された。 
 
② KJ法 

 ５つのカテゴリー及び15の小カテゴリーが生成された。より質の高いクラシック音楽をコンサートホ
ールを出た外の世界に広げたい、という動機の強さが読み取れる。ホールとは異なり客席との距離が近
いからこそ、客席の反応を直接に感じながら、聴き手と深くコミットできることにやりがいが見出され
ている。さらに音楽を届ける活動を通じて、音楽が持つエンパワメントする力を、実践における多様な
瞬間に見出しており、そうした気づきが音楽アウトリーチを実施する意義の実感に転化している。 
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３－２．難しさに関する自由記述 
（１）社会包摂型アウトリーチ 

 

①テキストマイニング 

(i) ワードクラウド 

 
 

(ii) 頻出単語（スコア順） 
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(iii) 階層別クラスタリング 

 
 

 

 社会包摂型アウトリーチにおける難しさに関するテキストについて、スコアの高い順に頻出単語を見
てみると、名詞では「お客様/参加者」「子ども」「MC」、動詞では「張り巡らせる」、「触れ合え
る」、「異なる」、形容詞では「頼みづらい」、「られにくい」と続いている。なお、形容詞における
第１位の「頼みづらい」は、具体的な記述を見ると、「細かいことを確認したい場合に、財団を通さな
いと確認できず、財団の労力や時間を思うと頼みづらい」というような文脈で使われていた。 
 上位に現れているそのほかの単語を見てみると、名詞では「曲目」「プログラム」「環境」「臨機応
変」「アプローチ」「工夫」「集中力」、動詞では「取り巻く」「噛み砕く」「飽きる」「立て直す」
「整う」「ほぐす」「動き回る」、形容詞では「伝わりにくい」「親しみやすい」などが見てとれた。 
 階層別クラスタリングによる図を見ると、線が４色に配色されている。もっとも低い値（0.02付近）
で結合している単語は「参加」と「プログラム」、「多い」と「違う」であり、もっとも高い値（0.10
以下）で結合している単語は「子ども」であった。 
 

② KJ法 
 ４つのカテゴリー及び14の小カテゴリーが生成された。やりがい同様、対象が子どもであるがゆえの
難しさに言及されており、その場その場において臨機応変に対応をしながら、コンサートの終わりまで
飽きさせることなく、音楽に対する興味を保たせ続けることの難しさを強く感じていることがわかる。
社会包摂に関連した言及は「子どもの社会問題に対し演奏家としてできることの模索」に読み取れた。
全般的に、どのように子どもと向き合い、関わっていくかについて確信がもてず、模索する様子が窺わ
れる。自身の言動が適切であったのか、自身の演奏が届くものであったのか、反応をつかみきれず、不
安を抱いていることが示されている。また、それぞれの子どもがおかれた状況を鑑み、個々に寄り添っ
たきめこまやかなコミュニケーションを理想としつつも、プログラミングをはじめ企画の練りこみにお
ける限界を感じており、理想と現実との乖離に悩む様子も見てとれた。 
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（２）従来型アウトリーチ 

① テキストマイニング 

(i) ワードクラウド 
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(ii) 頻出単語（スコア順） 

 
 

(iii) 階層別クラスタリング 

 
 

 従来型アウトリーチにおける難しさを、スコアの高い順に頻出単語で見てみると、名詞では「お客様
/参加者」「臨機応変」「聴衆」、動詞では「異なる」、「もたせる」、「もたれる」、形容詞では
「繋がりづらい」、「難しい」、「幅広い」と続いている。なお、形容詞における第１位の「繋がりづ
らい」の具体的な記述を見ると、「通常のコンサート以上に労力がかかるが、直接的な収入には繋がり
づらい」とあり、収入面での課題が記述されていた。 
 上位に現れているそのほかの単語を見てみると、名詞では「MC」「曲目」「客層」「対応力」「年
齢」「引き出し」、動詞では「かき消す」「閉ざす」「緩める」「決めつける」、形容詞では「馴れ馴
れしい」「奥深い」などが見てとれた。 
 階層別クラスタリングでは、線が８色に配色されていた。もっとも低い値（0.02付近）で結合してい
る単語は「年齢」と「層」であり、もっとも高い値（0.07付近）で大きく２つのカテゴリが結合してい
た。 
 
② KJ法 
 ６つのカテゴリー及び16の小カテゴリーが生成された。課題意識は、質の良いクラシックコンサート
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の実現に対して妨げとなりうる要素に向いている。自分にとってベストな演奏の実現に全力で取り組む 
ことができない葛藤と、演奏以外の面での様々な対応への苦慮がみられる。コンサート中には、クラシ
ック音楽への関心が低い聴き手を巻き込みながら、場の雰囲気に応じて臨機応変な対応力が求められ、
常に正解がないため、労力が大きいと感じている。また労力に対して収入が見合わず、持続可能性にか
けるという懸念を示す声も読み取ることができた。 
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４．考察 
 

【社会包摂型アウトリーチならではのやりがい】 
 テキストマイニングにおける単語出現頻度及び重要度を示すスコアによる分析からは、従来型と比較
して、より主体的・能動的な単語が記述されていることを指摘できる。例えば、動詞を見ると、社会包
摂型における最上位は、参加者への指向性をもつ「届ける」であるのに対し、従来型では「感じる」と
いう受動的な単語であった。そのほか、社会包摂型で重要度が高いと判断された上位の単語には、「担
える」「投げかける」「読み取る」のように演奏家側の主体的な意識が窺える単語が多くみられた。 
 なお、上位に位置した名詞を比較すると、社会包摂型では、「アプローチ」「交流」のように、対象
と関わり、音楽を届け交流することに対する言葉が記述されていた。他方、従来型では、「コンサート
会場」「演奏家」のように、演奏家としてコンサートをつくり上げ、聴き手に届けることに対する言葉
が見られた。この点からは、コンサートにおける音楽づくりの意識の違いが垣間見える。 
 また、階層的クラスタリングによる分析からは、社会包摂型では、具体的に何に対してやりがいの実
感を得ているのか、従来型と比較して不明瞭であった。従来型では、クラシック音楽を間近で演奏し届
けられること、参加者との距離の近さ、などの記述がクラスタ分けされているが、社会包摂型では「子
どもに音楽を届けることができる」という大きな傘の中に内包されており、やりがいの実感の具体がク
ラスタとして分類されていない。 
 さらに、KJ法による分析からは、従来型にはない社会包摂型ならではの特徴として、子どもの社会問
題に触れ、学びを得、視野をひろげることにやりがいを見出していることが読み取れた。一演奏家とし
ての音楽的興味や関心にとどまらず、社会課題と向き合う一市民として内面の成熟に対し視座がおかれ
ている。 
 以上をまとめると、社会包摂型アウトリーチのやりがいに関する記述には、演奏家の主体的かつ能動
的な意識が垣間見られる。また子どもを取り巻く社会問題に目をむけ、社会との新しい関わり方を切り
開こうとするモチベーション、演奏を通じた市民としての内的成長意欲をもって、取り組んでいること
が窺えた。一方で、やりがいの実感の具体が曖昧であることが指摘でき、コンサートホールではない場
所で、対象との交流を通した音楽実践を行う場合の意義と評価の視点を演奏家が有する必要がある。 
 

【社会包摂型アウトリーチならでは難しさ】 
 テキストマイニングにおける単語出現頻度及び重要度を示すスコアによる分析からは、「アプローチ」
「楽器」「工夫」「集中力」といった、子どもを飽きさせずにコンサートをつくりあげるための創意工
夫に関わる単語が目立つ点が社会包摂型の特徴的であり、参加する子どもを取り巻く環境や、置かれて
いる状況等を把握・想像しながら進めていくことに対して課題意識が向けられていることが窺えた。加
えて「臨機応変」など、その場の状況に応じて対応することに関わる単語は、従来型と共通して上位に
ある。 
 階層的クラスタリングによる分析では、先の「やりがい」に対する記述と同様、従来型と比較して社
会包摂型については、クラスタ分けがされておらず、具体的に何に対して難しさを感じているのかが不
明瞭であった。 
 KJ法による分析を通じては「子どもの社会問題に対し演奏家としてできることの模索」というカテゴ
リーが生成され、カテゴリーに属す４つの小カテゴリーはそれぞれ「子どものおかれた環境に対する理
解」「子どもを傷つけない」「子どもと向き合う距離や姿勢をはかる」「子どもに届いているかわから
ない」であった。これら４つの小カテゴリーからは、演奏家が社会的役割を担う実践の場で直面する難
しさを具体的に読み取ることができる。 
 以上をまとめると、社会包摂型アウトリーチの難しさに関する記述からは、演奏家が、参加する子ど
もを取り巻く環境・置かれている状況等を強く意識しつつも、実際に、様々な状況に置かれた子どもた
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ちと向き合うにあたっての解を有しておらず、それゆえの不安、自信のなさを伴った実践の様子が窺わ
れた。目の前に集まった子どもたちにどのような音楽が届くのかの模索を続ける演奏家の姿が読み取れ
る。 
 
 ここまで考察してきた、やりがいと難しさの両者を改めて包括的に捉えてみると、演奏家においては、
子どもを取り巻く社会問題に対する意識や関心が高く、音楽を通じて自身を社会に役立てていくことに
意欲的でありつつも、実践の場においては社会的課題への役割を担えている実感に乏しく、子どもたち
を前にして自身のやり方に不安を抱く実状が浮かび上がってくる。子どもをとりまく社会問題しかり、
社会包摂をめぐる課題については、多くの演奏家がそれまでに培ってきた音楽的素養では対応しきれな
い側面が多分に含まれていることが推察される。 

こうした状況をふまえ、社会包摂型アウトリーチを担う演奏家の育成および活動支援の方向性につい
て思索をするならば、たとえば福祉専門職員をはじめ音楽の「外」の立場にある専門家や有識者から意
見や助言を受ける機会を設け、社会包摂型アウトリーチの場におけるパフォーマンスや振る舞いについ
て、演奏家自身にとって判断の拠り所となる視点を育む策も有効かもしれない。実践を通じて社会と繋
がるということについて、よりプラクティカルに検討しうる基準や観点を演奏家自身が持ち合わせられ
るように促していくことが肝要と考える。 
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